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Ⅰ 研究主題設定の理由  
激しく変化していく社会では、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、

よりよく問題を解決する資質や能力や、よりよい解決に向けて自らがもっている知識や技能

を活用する力が必要とされている。これらの力を学校教育で育むことが求められており、そ

のためには、児童の主体的な問題の解決を目指して、探究的に学ぶことをねらいとしている

総合的な学習の時間の充実が不可欠である。 

しかし、学校現場において、総合的な学習の時間の趣旨・理念が必ずしも十分に達成され

ていないという状況がある。その例として、本部会が行った調査研究において、児童の学習

が調べ学習や体験活動のみで終わってしまい、探究的な学習になっていないという事例が多

く見られた。また、教師が探究的な学習を実現する単元計画の組み立て方や課題のもたせ方

に難しさや苦手意識を感じる傾向があることも浮かび上がった。 

そこで、本部会では、研究主題を「児童が課題を自分のこととして捉え、探究する単元計

画の工夫」と設定し、児童が探究的な学習に取り組むためにはどのような単元計画の工夫が

必要なのかについて研究を行うこととした。 

児童の学習を探究的なものにするためには、児童が課題を自分のこととして捉えることが

不可欠である。児童が自ら設定した学習課題や学習対象を、自分と切り離して見たり扱った

りするのではなく、自分や自分の生活とのかかわりの中で捉え、考えることは、「なぜこのよ

うになっているのだろうか。」「これを解決するために、これに取り組みたい。」等、より明確

な課題設定につながり、その後の探究活動を持続させる原動力となるからである。 

また、児童が、課題を自分のこととして捉えられるように、特に、次の２点に着目した。

第一は、これまでの児童の考えと学習対象の間にある「ずれ」を感じさせる場面の設定、第

二は、他者と協同して課題解決を図る場面の設定である。これらを単元計画に意図的・計画

的に位置付けることが有効と考え、その具体的な指導方法や単元計画の在り方を検証し、提

案することとした。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

探究的な学習を展開するために、単元計画の工夫として、児童が課題を自分のこととして

捉える場面設定及び具体的な手立てについて提案する。 

 

Ⅲ 研究の仮説 

単元計画の作成において、自分の考えとの「ずれ」を感じさせる場面や、他者と協同する

場面を設定することによって、課題を自分のこととして捉え、探究する児童を育成すること

ができるであろう。 

 

＜ 研究主題 ＞ 

児童が課題を自分のこととして捉え、探究する単元計画の工夫 
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Ⅳ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 研究の方法 

基礎研究 調査研究 

児童の実態 目指す児童像 調査研究から見える課題

研究主題

児童が課題を自分のこととして捉え、探究する単元計画の工夫 

研究のねらい

研究の仮説

授業研究 

○探究的な学習の指導についての実態調

査（教員対象） 

 

○総合的な学習の時間における意識調査 

（児童対象） 

 

○児童が課題を自分のこととして捉え、探究する単元計画の工夫（３校で３回） 
 

１ 自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫 

２ 他者と協同する場面の設定 

○課題を自分のこととし

て捉えられていない。 

○友達と話し合って活動

することを好む児童が

多い。 

○課題を自分のこととして

捉え、よりよい解決に向

けて行動する児童 

○調べ学習をして発表す

るという学習が多く見

られ、必ずしも、探究

的な学習が展開されて

いるとは限らない。 

単元計画の作成において、自分の考えとの「ずれ」を感じさせる場面や、他者と協同

する場面を設定することによって、課題を自分のこととして捉え、探究する児童を育成

することができるであろう。 

探究的な学習を展開するために、単元計画の工夫として、児童が課題を自分のことと

して捉える場面設定及び具体的な手立てについて提案する。 

○探究的な学習及び課題の設定に関する

基礎的研究 

１ 「課題」の捉え方 

２ 「課題を自分のこととして捉え、 

探究する」の捉え方 
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Ⅴ 研究の方法 

 

Ⅵ 研究の内容 

１ 基礎研究 

  本部会では、以下の２つの視点に着目し、基礎研究を行った。 

（１）「課題」の捉え方 

「課題」とは、児童が「なぜそうなるのか知りたい。」「これを解決するために、これを

やってみたい。」等と考え、自らつくり出していくものであると捉えた。さらに、学習単元

のはじめに設定する「課題」はもとより、児童が、探究の過程を繰り返す中で新たに見付

ける「課題」も含まれている。 

例えば、児童が車いすバスケットボールの選手と交流する学習において、「○○さんは、

どのような努力をされているのか。」「どんな願いをもっているのか。」等の課題が生まれる。

インタビューをして調べたり、体験から感じたことを話し合い、互いの考えを比較したり

することを通して、「障害のある方々との関わりにおいて、自分たちにできることは何か。」

等の課題が生まれ、また次の探究へとつながっていく。 

このように、児童が単元のはじめに設定した課題が、探究の過程が繰り返される中で、

より深まりのある課題になっていくことが重要であると考えた。 

（２）「課題を自分のこととして捉え、探究する」の捉え方 

「課題を自分のこととして捉え、探究する」とは、児童が学習対象を自分や自分の生活

との関わりの中で捉え、「自分がこれを解決したい」「自分がこれを解決しなければならな

い」という思いをもって、課題解決に向けて取り組むことであると捉えた。 
本部会では、「課題を自分のこととして捉える」ことを重視している。これは、自分や自

分の日常生活とのかかわりの中で捉え、考えるということや、人や社会、自然をそれぞれ

がつながり合い関係し合うものとして捉え、認識しようとすることである。本部会では、

児童が、自身、他者、社会、自然等を関係付け、具体的に認識できるようになることを目

指している。 
例えば、「米」をテーマとした学習においては、児童は、種もみから自分たちの手で育て

る体験を通して、育てる喜びや難しさを感じながら、おいしい米を作るには土づくりや肥

料、農薬をどうするか等といった課題を設定し、その解決を目指して様々な調査活動を展

１ 基礎研究 ２ 調査研究 ３ 授業研究 

○研究主題に関する基礎的研

究 

１ 「課題」の捉え方 

２ 「課題を自分のこととし 

て捉え、探究する」の捉 

え方 

○探究的な学習の指導につい

ての実態調査（教員対象）

○総合的な学習の時間におけ

る意識調査（児童対象） 

 

○児童が課題を自分のことと

して捉え、探究する単元計画

の工夫 

１ 自分の考えとの「ずれ」を

感じさせる工夫 

２ 他者と協同する場面の設

定 
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開する。その際、教師が、生産者の立場から米の生産について考える場や、主食である米

と自身との関わりについて見つめる場を設定することによって、育て方についての探究か

ら、米の生産・流通と自身の食生活との関わり等についての探究へと課題が深まっていく。

この深まりにより、児童は、自分たちの生活を支えている人々との関わりに気付きながら、

収穫の喜びを、お世話になった方々と共有するための方策を考えたり、日常生活の中で自

身の健康に向けた取組を実践したりする。 

このように、児童が、自身と他者や社会、自然等はそれぞれどのような関係にあるのか

を認識し、その中で自分に何ができるのかを考え、課題を設定し、探究できるような場を

設けることが重要である。 
 
２ 調査研究 

（１）調査のねらい 

本研究では、教員対象と児童対象の２つの調査を行った。教員を対象とした実態調査で

は、研究の視点をつかむことをねらいとした。また、児童を対象とした意識調査では、児

童の実態を把握するとともに、目指す児童像を明らかにすることをねらいとした。 
（２）調査項目と内容 

① 総合的な学習の時間に関する実態調査（教員対象） 

総合的な学習の時間の指導において、「難しいと感じていること」、「これまでに実践し

てきたこと」について、具体的な質問項目を設定し、調査した。 
 ② 総合的な学習の時間に関する意識調査（児童対象） 

総合的な学習の時間において、児童がどのような活動を楽しいと感じているのかについ

て、具体的な質問項目を設定し、調査した。 
（３）調査概要 

 
① 総合的な学習の時間に関する 

実態調査（教員対象） 
② 総合的な学習の時間に関する 

意識調査（児童対象） 

調査期間 平成 26 年 10 月 平成 26 年７月 

調査対象 
都内小学校６校の教員 

（本部会部員所属校） 

都内小学校６校の児童 

（本部会部員所属校） 

調査方法 質問紙法による選択肢法 質問紙法による選択肢法 

サンプル数 91 名  
184 名 
（６年生 155 名 ５年生 29 名） 

 

（４）調査結果と考察 

① 探究的な学習の指導に関する実態調査（教員対象） 

まず、教員が総合的な学習の時間を展開していく上で、教師はどのような点に難しさを

感じているのか、その要因は何か、どのような実態があるのかを探るため、次の設問、選

択肢について、アンケート調査を行った。 
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【質問１】総合的な学習の時間を展開していく上で、どのような点に難しさを感じますか。 
（複数回答可） 

 

図１ 総合的な学習の時間を展開していく上で、難しさを感じる点 

 

図１から、58％の教員が「児童の課題意識のもたせ方」について、56％の教員が「単元

計画の作成」に難しさを感じていることが分かった。 
次に、教員が総合的な学習の時間においてどのような授業を行っているのか、その実態

を探るため、次の質問、選択肢についてアンケート調査を行った。 
 

【質問２】総合的な学習の時間で、これまで実践してきたことは何ですか。（複数回答可） 

図２ 総合的な学習の時間で、これまで実践してきたこと 
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１ 児童の疑問をもとに
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１０ 話し合い場面の設定

９ 他教科との関連
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６ 見方や考え方の育成

５ GTとの連携

４ １時間の展開

３ 課題意識のもたせ方

２ 意欲の引き出し方

１ 単元計画の作成１ 単元計画の作成

２ 児童の意欲の引き出し方

３ 児童の課題意識のもたせ方

４ １単位時間の探究活動の展開

５ 専門家や地域の方々との連携

６ ものの見方や考え方の育成

７ 友達と協同的に活動する場の設定

９ 他教科等との関連付け

10 話し合い活動の設定

８ 専門家や地域の方々と協同的に
活動する場の設定

１ 児童の疑問等を基にした学習 

２ 児童に計画を立てさせること 

３ 調べ学習 

４ 友達との話し合い活動 

５ 発表の場の設定 

６ 専門家や地域の方々との学び 

７ 他教科等との関連を重視した学習 
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図２から、「３ 調べ学習」では91％、「５ 発表の場の設定」では85％の教員が「実

践している」と回答している。これに対して、「１ 児童の疑問等を基にした学習」や「２ 

児童に計画を立てさせること」に関しては、「実践している」という回答は、どちらも４割

程度であった。これらのことから、教員は、総合的な学習の時間の学習過程の中に「調べ

学習」や「発表の場」は多く設定しているが、児童が自ら課題意識をもって意欲的に探究

するような学習活動はあまり位置付けられていないという実態が分かる。 

そこで、本部会が、探究的な学習を展開するために必要な単元計画の工夫や、児童が課

題を自分のこととして捉えるための手立てについて研究し、提案していくことは、総合的

な学習の時間を充実させるために非常に有効であると考えられる。 

② 総合的な学習の時間に関する意識調査（児童対象） 

総合的な学習の時間における児童の実態と目指す児童像を明らかにするため、児童がど

のようなことを楽しいと感じているのかについて調査を行った。 
 

 【質問】総合的な学習の時間で、楽しいと感じることは何ですか。（複数回答可） 

図３ 総合的な学習の時間で楽しいと感じること 

 
図３から、「調べ学習をすること」が 112 人、「友達と話し合って活動すること」が 99

人となっており、楽しさを感じている児童が多いことが分かる。前述した教員対象の調査

「質問２」の結果から、総合的な学習の時間では「調べ学習」と「発表の場の設定」が多

く実践されていることが分かっている。「調べ学習」については、教員対象の調査結果と児

童対象の調査結果は、おおむね一致している。 
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それに対して、「人に伝える方法を考えること」は 26 人、「発表すること」は 29 人とな

っており、他の項目と比較して、楽しいと感じている児童は少ないことが分かった。また、

「ゲストティーチャーと学ぶこと」「誰かの役に立つこと」の項目について、楽しいと感じ

ている児童が少ないことも着目すべき事項である。ゲストティーチャー等の他者との関わ

りを通して、事象に対する見方や考え方を深めるとともに、他者と協同して課題を解決す

ることができるようにしていく必要がある。 
以上のことから、目指す児童像を「課題を自分のこととして捉え、よりよい解決に向け

て行動する児童」として、研究を行うこととした。 

 
３ 授業研究 

  本部会では、児童が課題を自分のこととして捉え、探究できるようにするための工夫とし

て、①自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫、②他者と協同する場面の設定の２点に着

目し、これらを単元計画に位置付ける際の指導の工夫について研究を行った（図４）。 

（１）自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫 

総合的な学習の時間においては、児童自ら課題意識をもち、その課題を自分のこととし

て捉え、その意識が連続、発展することが不可欠である。主体的で粘り強い問題の解決や

探究活動を生み出すには、その出発点である児童の関心や疑問が、本人にとって切実なも

のであることが重要である。本部会では、単元計画の作成において、課題設定の過程に、

児童に自分の考えとの「ずれ」を感じさせる、教師の意図的な働きかけを位置付けること

が大切だと考えた。ここで言う「ずれ」とは次のようなことである。 

 

自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫の具体的な手立てとしての例を以下に挙げる。 

① ゲストティーチャーの活用 

   児童が今までもっていた認識や、単元の中で調べてきたこと、考えてきたことと、ゲス

トティーチャーの話との間に「ずれ」を感じさせることができるような場面を設定する。

その際には、単元計画の作成時に、ゲストティーチャーの話が児童の考えにどのような影

響を与えるか考え、どのタイミングで誰にどのように出会わせるのが効果的かを検討する。

また、ゲストティーチャーと入念な打ち合わせをすることが重要である。例えば、「地域の

川をきれいにするために何ができるか考える学習」では、川の様子を知るために、専門家

の方にアドバイスしていただきながら調査を行うことで、現在の川は汚れていることに気

付く。その後、ゲストティーチャーから、以前は現在の川の様子とは異なり、泳げるほど 

・現状と理想の姿との違い 
・理想に近づくことへの憧れ、可能性、難しさ 
・自分が当たり前と思っていたことが当たり前でないことに気付くことによる 

驚きや矛盾 
・自分の考えや意見と、他者の考えや意見との比較 
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８ 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

           

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図４ 児童が課題を自分のこととして捉え、探究する単元計画の工夫 

 

きれいだったという話を聞くことで、児童は、「川を昔のようにきれいにするにはどうした

らよいか。」「なぜこんなに汚くなってしまったのだろう。」と川に対する思いをもつように

なる。 

② 体験活動の導入 

   抱いていたイメージと現実に「ずれ」を感じることができるような体験活動を行う。そ

の際、教師は、児童の実態を把握し、体験活動を単元の中に効果的に位置付けることが重

要である。例えば、「米づくりをしよう」という単元であれば、児童は米を育てるために、

どのような過程が必要なのか、立派な米を育てるには、肥料、農薬をどのようにしたらよ

いのか等の課題を設定し、探究していく。しかし、実際の米づくりにおいては、思うよう

に稲が育たない等、児童の予想とは異なる事態が発生する。ここで感じる理想と現実との

「ずれ」は、児童に「なんとかしたい」という思いを抱かせ、「思うように育たない原因は

何か」「どのように対処したらよいのか」「対処の方法はどうしたら分かるか」等、新たな

課題設定へとつながっていく。 

 

よりよい解決 

に向けた行動 

他者と協同す

る場面の設定 

自分の考えと
のずれを感じ
させる工夫 

自分の考えと
のずれを感じ
させる工夫 

単 

元 

計 

画 
他者と協同す

る場面の設定 

課題を自分の 

こととして 

捉える 
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９ 

 

③ 資料の活用 

   児童の予想に反するデータやテキストなどの資料を活用することで、関心や疑問をもた

せる。その際に教師は、児童の認識を把握し資料提示をすることが重要である。さらに資

料提示の仕方を工夫したり、予想に反していることが視覚的に分かりやすい資料を選んだ

りするとより効果的である。例えば、「自分たちの消費生活と資源やエネルギー問題につい

て調べる学習」では、化石燃料が私達の生活に欠かせないものであるが、その資源が枯渇

しているという事実を知らせる。児童が資源やエネルギー支えられた消費生活について学

習した後、家族が物を買う時に大切にしていることを調べるアンケートをとる。その結果

から、資源やエネルギーを意識して物を購入している人が予想よりも少ないという事実を

知る。そうすることで、家族にも資源やエネルギーを考えた消費生活の大切さを伝えたい

という思いが高まる。 

④ 自分と友達の考えを比較する活動 

課題への認識を深める場面や物事の判断をするような場面では、自分と他者との考えを

比較する活動を行う。その際は、ＫＪ法的手法やウェビングなどの思考ツールを活用して、

児童が互いの考えを伝え合ったり、話し合ったりする場面を設定し、異なる考えとの「ず

れ」を認識しやすくする。思考ツールには様々なものがあるが、学習活動の目的に応じて

適したものを選択する必要がある。例えば、「自宅の部屋で緊急地震速報を聞いたとき、ど

のような待避行動をとるか話し合う活動」では、児童が互いの考えをＫＪ法的手法で整理

しながら話し合うことで、自分だけでは気付かなかった、地震によって起こる身の危険に

気付く。さらにそこからより安全に対処するにはどうすればよいか考えることができる。 

（２）他者と協同する場面の設定 

   児童が課題を自分のこととして捉え、探究するためには、地域の方や専門家等との意見

交換や交流活動等、他者と協同する場面を単元計画に適切に位置付けることが大切である。

なぜなら、協同して取り組む学習活動では、「なぜその課題を追究してきたのか（目的）」

「これを追究して何を明らかにしようとしているのか（内容）」「どのような方法で追究す

べきなのか（方法）」などの点が繰り返し問われることになり、児童は自らの学習を振り返

り、追究している課題の価値を確認しながら学習を進めることになるからである。児童は、

他者との関わりを通して、事象に対する見方や考え方を深めることができる。 

本部会では、他者を以下のように捉え、単元計画に応じて、適切な他者を選び、協同す

る場面を設定することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

○共に学習を進めるグループ   ○学級全体   

○他の学級           ○学校全体 

○地域の人々          ○専門家   

○価値を共有する仲間      ○異なる立場の人々等 
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１０ 

 

また、小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編には、他者と協同して取り組む

学習活動において想定できる場面として、「多様な情報を活用して協同的に学ぶ」、「異なる

視点から考え協同的に学ぶ」、「力を合わせたり交流したりして協同的に学ぶ」の３点が挙

げられている。単元計画の中に、多様な他者と協同する場面を効果的に設定するためには、

探究のプロセスそれぞれにおいて、具体的にどのような学習活動が考えられるのか、前述

の３つの場面ごとに以下のように考察し、表にまとめた。 

 

 

 「課題の設定」 「情報の収集」「整理・分析」 「まとめ・表現」 

 体験活動や専門家によ

る話から得た多くの情報

を出し合い、話し合うこと

で自分の調べたいことや

取り組みたいことが明確

になり、課題を自分のこと

として、捉えられるように

なる。 

体験活動や専門家によ

る話から得た多くの情報

を出し合い、話し合うこ

とで得る情報が多く、多

様なものとなるため探究

が深まる。 

相手意識や目的意識を

明確にしてまとめたり、

表現したりすることで、

自分自身の考えや新たな

課題を自覚することにつ

ながる。 

 

 二つの資料を提示する

ことで、資料の違いからそ

の原因を類推するなどし

て課題を明らかにしてい

く。また、他者との話し合

いの場面を設定すること

で、問題点の共有化を図る

ことにもつながる。    

収集した情報を比較し

たり、分類したり、関連付

けたりして考える。そうす

ることで、事象に対する見

方や考え方が深まり、探究

的な学習が高まっていく。

 

発表における情報交換

により、自分の考えや意見

を更新することができ、ス

パイラルに繰り返されて

いく探究的な学習につな

がる。 

 

学習過程で、一人ではできなくても集団で取り組むことで実現できるという経験を

重視する。力を合わせたり交流したりする場面を設定することで、力を合わせて取り

組むことの大切さや地域の社会活動に参画し地域社会に貢献する喜びなどを実感す

ることにつながっていく。ここでは、「グループや集団で学習活動を進める場面」「地

域の人や専門家など校外の人と交流する場面」「友達や専門家からの助言や地域の大

人からの励ましを受ける場面」と捉えた。 

 

ア 

多
様
な
情
報
を
活
用
す
る 

イ 

異
な
る
視
点
か
ら
考
え
る 

ウ 

力
を
合
わ
せ
た
り 

交
流
し
た
り
す
る 
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１１ 

 

４ 評価の観点の設定 

総合的な学習の時間においては、観点別の学習状況評価を基本としている。評価の観点に

ついては、小学校学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ、各学校において

具体的に定めた目標、内容に基づいて定める。観点設定の考え方について、「小学校、中学校、

高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について

（通知）」（平成 22 年５月 11 日）では、次のように例示されている。 

 

① 学習指導要領に示された総合的な学習の時間の目標に基づいた観点の設定 

② 学習指導要領に示された「学習方法に関すること」「自分自身に関すること」「他者 

や社会とのかかわりに関すること」などの視点を踏まえて設定した資質や能力及び 

態度に基づいた観点の設定 

③ 各教科の評価の観点との関連を明確にした観点の設定 

 

 

本部会では、児童が課題を自分のこととして捉え、探究できるようになることを目指し、

単元計画の作成において、自分の考えとの「ずれ」を感じさせる場面や他者と協同する場

面を設定することを重視している。これを踏まえ、②の資質や能力及び態度に基づいた観

点に特に着目し、評価の観点の設定を行った。 

   子供たちを目指す児童像に近付けるためには、教師が児童の学習状況からどのような力

が身に付いたのかを適切に評価し、その結果の分析を踏まえて、さらに意図的な働きかけ

をしていくことが必要である。こうした指導と評価の一体化を図るために、以下のような

評価の観点を設定した。 
 
 

 

 

研究主題に迫るための手だて  
資質や能力 

及び態度 
評価の観点 

自分の考えとの「ずれ」 
を感じさせる工夫 

 

学習方法 

課題設定力 

情報収集力 

 整理・分析力 

表現力 

他者と協同する場面の 
工夫 

 他者や社会 かかわる力 

 自分自身 
自己を 

見つめる力 
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１２ 

 

５ 実践事例 

 

 

１ 単元名 「見直そう『食』～米から広がる世界」 
２ 単元目標と評価 

（１）単元の目標 

稲作体験をしたり、米について調べたりする活動を通して、米作りをめぐる問題と自分た

ちの生活との関わりや、よりよい食生活について考える。 
（２）評価規準 

評価

の 

観点 

学習方法 他者や社会 自分自身 

課題設定力（課）  情報収集力（情） 整理・分析力（整・分） 表現力（表）　　かかわる力（か） 自己を見つめる力（自）

（１）稲作を成

功 さ せ る た め

に、課題を設定

している。 

（１）よりよい稲

作の方法につい

て調べている。 

（１）稲作につ

いて、自分たち

でできることを

考えている。 

（１）具体的な物

を作ったり稲穂

の世話をしたり

している。 

（１）地域の人や

友達と協力して

稲作を進めよう

としている。 

（１）稲作を通

しての、これま

での活動を振り

返っている。 

（２）収穫祭を

成功させるため

に、課題を設定

している。 

（２）収穫祭を行

うために必要な

情報を調べてい

る。 

（２）「感謝の思

いを伝える」た

めに、情報を整

理している。 

（２）収穫祭を開

き、他者に感謝の

思いを伝えてい

る。 

（２）お世話にな

った人に感謝の

思いを伝えよう

としている。 

（２）自分がお

世話になった人

への感謝の思い

をもっている。

（３）米のよさ

や食生活に関す

る課題を設定し

ている。 

（３）米のよさや食

生活に関する問題

などについて調べ

ている。 

（３）自分が伝

えたいと思うも

のについて考え

ている。 

（３）調べたこと

を、他者に分かり

やすくまとめ、伝

えている。 

（３）調べ、まと

めたことを分か

りやすく伝えよ

うとしている。 

（３）これまで

の体験を通して

自らの成長に気

付いている。 

 

３ 研究主題に迫るための手だて 

（１）自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫 

事前の調査により、稲作の経験も知識もない児童たちは、「水さえ入っていれば稲は育つ」

というような認識であることが分かった。また、米のよさや現代の食生活がかかえている

問題についても、関心が高くないことが分かった。そこで、手入れが行き届かず枯れてし

まった稲穂の写真を見せたり、日本の農業が抱える問題について分かる資料を提示したり

することで、「このまま放っておいてはいけない」「お米についてもっと知りたい」という

課題意識を抱かせるようにした。 

（２）他者と協同する場面の設定 

ゲストティーチャーとして協力いただく地域の方々や、昨年度、稲作体験をしていた６

年生等と関わる必要性を感じるような場面を設定した。また、友達と関わりながら、相互

に意見交換する場面を設定することにより、収集した情報を整理・分析していく過程にお

いて、児童が、事象に対する見方や考え方を深められるようにする。 

実践事例１ 学習対象を「食をめぐる問題と地域の農業や生産者」とした実践例（第５学年）
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１３ 

 

４ 単元指導計画【全５０時間】 

 探究 主な活動（時間数） ○教師の支援 ☆主題に迫るための手立て 評価規準

 

課 
１ 稲作をすることを決定し、稲作をす

るために必要なことを考え、課題を

設定する。③ 

○「食」がテーマであることを伝え、学校

でできる活動について考えられるように 
する。 
☆地域の人と打ち合わせをしておき、児童

にとって必要な情報が集まるようにす

る。 
○考えが目で見て分かるようにするため

に、思考ツールを紹介する。 
☆資料を提示し、認識と現実の「ずれ」を

感じられるようにすることで、「放ってお

いてはいけない」という思いを引き出す。 
☆児童相互の話し合いにより、よりよい工

夫ができるようにする。 

課（１）

情 
２ 必要な情報を本やインターネット

で調べたり、地域の人に教わったり

する。③ 

情（１）

か（１）

整 ３ 集めた情報を分析し、自分たちでで

きることを見つける。② 
整・分（１）

表 

４ 実際に稲作を進め、鳥や虫、病気に

かからないための工夫を水田に施

す。⑦ 
５ 稲作の楽しさや難しさについて、自

分が感じたことをまとめる。 

表（１）

自（１）

 

課 
１ 収穫した米をどのように食べるの

か話し合い、収穫祭を行うことを決

める。② 

☆感謝の気持ちについて気付かせるため

に、お世話になった人々の存在を再確認

させる。 
○「よりお米のおいしさが分かる方法」と

いう視点を基に調べられるようにする。 
☆KJ 法的手法を用いながら話し合いを進

められるようにする。 
○自分たちで苦労して作り食べた米につい

て感じたことをまとめさせることで、次

時の活動につなげられるようにする。 

課（２）

情 
２ 収穫祭を行うために必要な情報を

収集する。 ③ 情（２）

整 
３ どうすれば、地域の人に、より感謝

を伝えることができるのか話し合

う。③ 

整・分（２）

表 

４ 収穫祭の準備を行う。③ 
５ 地域の人を招き、収穫祭を行う。②

６ 米のよさについてまとめる。② 

表（２）

か（２）

自（２）

 

課  

１ 日本の農業、米作り、食生活に関す

る問題状況を知る。① 
２ 「もっと知りたい」と思うことにつ

いて課題を設定する。① 

☆児童の認識と現実の「ずれ」を感じられ

るような資料を提示することで、「もっと

知りたい」という思いを引き出す。 

○資料は、児童の課題に応じて十分に用意

しておく。 

☆「誰に伝えるのか」「なぜ伝えるのか」を

はっきりさせることで、相手意識を抱か

せるようにする。 

○児童がまとめに使う道具や材料は、十分

に用意しておく。 

○自分の成長を振り返らせることで、学習

する意味やそのよさに気付かせる。 

課（３）

情  
３ 自分の課題に合わせて、必要な情報

を収集する。⑤ 情（３）

整 

４ 「誰に伝えるのか」という相手意識

をもち、伝えるべき情報やより分か

りやすく伝えるための方法につい

て考える。③ 

整・分（３）

表 
５ 自分の考えをまとめる。⑤ 
６ 発表する。② 
７ 自分の成長について振り返る③ 

表（３）

か（３）

自（３）

日
本
の
「
食
」
⑳
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１４ 

 

５ 単元イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元で目指す子供の姿 

・稲作の楽しさや難しさ、お世話になった人々

への感謝の思いやお米のよさに気付く子供 

・現代の食生活上の問題に気付き、問題解決に

向けて他者と協同しながら活動できる子供 

・自分たちにできることを考え、実行する子供

 

 Ⅰ おいしい 

お米を 

育てよう 

よりよく育てるための方法を調べよう

感謝の思いを伝えるために 
収穫祭をしよう 

お米のよさや自分た
ちの食生活について
調べよう 

地域の人と一緒に収穫祭をしよう 

日本の「食」について考えよう

調べたことについて、自分たちの
考えをまとめ、周りの人に伝えよう

学習事項 

・稲の育て方 

・地域で農業に携わっている人の思いや苦労 

・友達と協力しながら活動を続けようとする 

 取組や態度 

・米のよさや現代の食生活上の問題 

収穫祭の内容を考えよう

Ⅱ 収穫祭を 

   しよう 

Ⅲ 広げよう 

  日本の

「食」 

稲作体験をしよう 

考えをまとめ、実行する

考えをまとめ、実行する２ 

考えをまとめ、実行する３ 

意欲的に追究する

意欲的に追究する２

意欲的に追究する３

課題をつかむ

新たな課題をつかむ２ 

新たな課題をつかむ３ 

調べた方法を試してみよう。
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６ 考察 

（１）自分の考えとの「ずれ」

  A 児は、夏休み後の水田の

 をした時よりも草丈が伸びて

 なる部分ができていたから、

きると考えていた。児童の話

だ先の話であることは分かっ

ておいても、時期が来れば収

に変化はなかった。しかし、

写真や、鳥や虫の被害に遭っ

とで、そのような事例がある

ちが何とかしなくては。」とい

  B 児は、本校で例年５年生

ていることだから、今年もき

はねずみや鳥の被害に遭い、

明らかになった。このことか

収集を始めることとなった。

て、自らの認識と現実の「ず

このまま放っておいてはいけ

引き出すことができたと考え

（２）他者と協同する場面の設

  C 児は、鳥や虫から稲を守

る中で、天敵であるフクロウ

いう方法を見つけ出した。C
フクロウの絵を描き、同じ目

いるグループの友達に見せた

し合いの結果は、「紙に書いた

たらぬれてしまう。」という

話し合いを学級全体に広げた

夜になると目が光るので、瞳

で、色鉛筆よりも絵の具を使

初めに描いたものよりも、よ

  C 児がこのような活動をす

きたからであると考える。一

でよりよい結果を得ることが

析」の学習過程の中に、協同

が広がり、児童の課題意識が

１５ 

」を感じさせる工夫について 

の観察で、苗植え体験 
ていることや、稲穂に 

すぐにでも収穫がで 
話し合いで、収穫はま 
ったが、このまま放っ 
収穫できるという考え 

枯れてしまった稲の 
っている写真を見るこ 
ることを知った。このことから、「このままでは

いう危機感をもち、課題を自分のこととして捉

生が稲作を行っていることを知っていたので、

きっと収穫できるだろう。」という油断があっ

非常に少ない収穫高であったことが、６年生

から、「ねずみや鳥の対策をしよう。」という課

A 児や B 児がこのように課題意識をもつこと

ずれ」を感じたということが挙げられる。この

けないという危機感が高まり、自分が何とかし

える。 
設定について 

守るための方法を調べ 
ウの絵を掲示する、と 
C 児はすぐに色鉛筆で 
目的で調べ学習をして 
た。グループ内での話 
ただけでは、雨が降っ 
ものであった。さらに 
たところ、「フクロウは 
瞳に光る塗料を使ってみてはどうか。」「より目

使った方がよい。」などの意見が出された。C 児の

より効果が得られるものに仕上がった。 
することができた理由としては、他者と協同的

一人では思いつかないことも、グループやクラ

ができる。単元計画においては、特に「情報収

同的に学習するための手立てを取り入れると、

がより深まると考える。 

はいけない。自分た 
捉えることができた。 
「稲作は例年行われ 
た。しかし、昨年度 
生のインタビューで 
課題を設定し、情報 
とができた要因とし 
「ずれ」によって、 
したいという思いを 

目立った方がよいの

のフクロウの絵は、

的に関わることがで

ラスで話し合うこと

収集」と「整理・分

、事象に対する見方
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１６ 

 

 
 

１ 単元名 「この町の『すてき』見つけ隊」 

２ 単元の目標と評価 

（１）単元の目標 

地域にある「すてき」な場所・もの・人に関心をもち、調査活動や紹介する活動を通して、

友達や地域の人等と進んで関わり、自分の思いを表現することができる。また、地域を大切

にする心情を養い、積極的に地域に親しみ、関わろうとする。 

（２）評価規準 

評価

の 

観点 

学習方法 他者や社会 自分自身 

課題設定力 情報収集力 整理・分析力 表現力 かかわる力 自己を見つめる力

町の「すてき」に興味・

関心をもち、その中か

ら課題を設定してい

る。 

（１）グループの友達と

協力して、調べ方や手順

を考えている。 

（２）グループの友達と

協力し、インタビューや

写真撮影等の情報収集

をしている。 

集めた情報を「すて

き」という視点をもと

に整理している。 

 

調べたことを分か

りやすくまとめ、

表現している。 

（１）自分から地域の

人々に関わろうとして

いる。 

（２）他の児童と関わり

ながら活動し、友達の

よさからも学んでいる。 

（１）地域のすばらしさ

に気付き、意欲的に伝え

ようとしている。 

（２）自分の住んでいる

地域に対する思いをも

ち、地域を大切にしよう

としている。 

 

３ 研究主題に迫るための手だて 

（１）自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫 

児童が考える地域の「すてき」だと思う場所・もの・人は、自分が関わりをもっている

ことに限られ、広がりを見せることは難しい。そこで、保護者や児童館・育成室の先生、

近所の人等、自分で考えた人に「すてき」を聞いてくるインタビューをする期間を設定し

た。また、この地域にずっと住んでいるシニアクラブの方にお話をしていただく時間を設

定した。児童が「すてき」だと思っている場所・もの・人だけではなく、多くの「すてき」

があることに気付き、課題に広がりをもたせていく。さらに、課題を設定する前に、グル

ープで話し合う時間を設定した。そうすることで、課題設定に向けて自分の考えとの違い

に気付くことができると考えた。また「すてき」がたくさん出ていることから、課題を設

定できない児童への支援につながると考えた。 

また、課題を設定する前に、様々な方から教えていただいた「すてき」な場所・もの・

人を見学するために、校外に出かける時間を設定する。小単元２では、「まちのすてき発見

コース」をよりよいものにするために、自分たちが考えたコースを何度か歩く時間を設定

し、修正できるようにする。 

（２）他者と協同する場面の設定 

    保護者やゲストティーチャーを活用する。地域の「すてき」についてより多くの情報を

得るために、地域のシニアクラブの方から話を聞く。「すてき」について課題をもって調べ

ていく中でも、かかわりをもてるようにしていく。また、「町のすてき発見コース」をより

よくするために、保護者にアドバイザーとして一緒にコースを歩いてもらう。 

実践事例２ 学習対象を「地域にある『すてき』な場所・もの・人」とした実践例（第３学年）
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１７ 

 

４ 単元指導計画【全31時間】 

 

 探究 主な活動（時間数） ○教師の支援 ☆主題に迫るための手だて 評価規準

 

 

 

 

 

 

課 

１ この町で「すてき」だと思っ

ていることを紹介し合う。①

□家の人や育成室・児童館の先

生、地域の人等にインタビュー

をして町の「すてき」を集める。

２ シニアクラブ「わらじゅ会」

の方から町の「すてき」につ

いて話を聞く。② 

３ 出てきた「すてき」を見るた

めに、町探検に出かける。③

４ この町の「すてき」な場所・

もの・人を５つ選ぶ。① 

 

 

 

５ 自分が調べたい「すてき」を

決める。① 

○「場所」に限らず、「もの」「人」にも着目するよう助言する。 

 

☆家の人等へのインタビューやシニアクラブの方から話を聞く機

会を設定し、自分たちが思っている「すてき」の他にもより多く

の「すてき」があることに気付けるようにする。 

○児童の「すてき」、インタビューからの「すてき」、シニアクラブ

の方の「すてき」をそれぞれ地図に示し、出てきた「すてき」を

見やすく掲示する。 

○出てきた「すてき」な場所・もの・人を記入した地図を用意して、

町探検に行く場所を考える。 

○自分が課題として調べる「すてき」を決める前に、たくさんでき

た「すてき」な場所・もの・人の情報を整理する時間にする。 

☆多くの「すてき」から、自分と友達が考える「すてき」とは違う

ことに気付けるようにする。また、課題を絞れない児童が自分の

こととして捉えていけるようにする。 

○課題をもって調べた経験が少ないことから、同じ課題をもった児

童でグループを作って調べていくようにする。 

課 

 

 

 

 

か（１）

 

 

か（２）

自（２）

か（２）

 

 

 

 

課（１）

 

情 

整 

６ 課題の「すてき」について調

べる。④ 

○インタビューする際は、何を聞きたいのかを明確にして、インタ

ビュー台本を作成し、自信をもって臨めるようにする。 

情（１）

（２）

か（１）

（２）

ま 

７ 調べた「すてき」についてま

とめ、発表する。⑥ 

 

☆「すてき」として、みんなに伝えたいことは何かを考えるように

助言する。 

○まとめ方は、ポスター・紙芝居等選択できるようにする。 

整・分 

表 

自（１）

 

 

 

 

課 

１ 調べてきた町の「すてき」を

他の人に教える方法を考え

る。① 

２ 「町のすてき発見コース」を

考える。④ 

 

○１度にいくつも教えてあげられるように、コースとして考えるこ

とを助言する。 

☆誰に教えてあげたいかを明確にしていく。 

○様々な視点からコースを考えられるように、生活班で活動するよ

うにする。 

○自分たちのコースに愛着がもてるように、コース名も考えさせる

ようにする。 

自（１）

（２）

情（１）

か（２）

 

情 

整 

３ 保護者をアドバイザーと

して、考えた「町のすて

き発見コース」を歩き、

アドバイスをもらう。② 

４ 保護者のアドバイスを基

に、コースを修正する。

① 

５ 修正したコースで、３年

生の他のグループを案内

し、最終確認をする。② 

☆事前に保護者には視点を伝え、児童に明確にアドバイスし

てもらうよう依頼しておく。 

 

 

○「何を」「どのように」修正するのかを明確にさせてから、

修正するよう支援する。 

 

☆２年生に分かりやすいコースになっているかを確認し合

い、お互いにアドバイスをする機会にする。 

 

か（１）

（２）

自（１）

か（２）

自（１）

（２）

か（２）

自（１）

（２）

ま 

６ ２年生に「町のすてき発

見コース」を案内する。

② 

 

７ 「町のすてき発表会」を

する。② 

☆実施後に２年生に感想をもらい、自分たちのコースについ

て振り返れるようにする。 

○広範囲になるので、２回に分けて探検する。 

 

○学校公開を活用して、保護者や地域の方に「町のすてき発

見コース」を紹介できるようにする。 

表 

自（１）

（２）

 

表 

自（１）

（２）
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１８ 

 

５ 単元イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意欲的に追究する

Ⅰ 
 町の「すてき」

を探そう 

 自分が調べたい町の「すてき」について 
調べよう 

 「すてき」を伝えるため
に「すてき発見コース」を
作ろう 

１ ２年生に「町のすてき発見コース」を
案内しよう 

２ 「町のすてき発表会」をしよう 

学習事項 

・地域にある「すてき」な場所・もの・人のも

つ特徴 

・地域にある「すてき」な場所・もの・人の継

承に力を注ぐ人々の思い 

・地域の一員として、地域にある「すてき」な

場所・もの・人を守り、受け継ごうとする活

動や取組 

本単元で目指す子供の姿 

・「すてき」を見付ける視点が増えた子供 

・地域がもっと好きになり、もっと「すて

き」を見付けたいという意欲をもった子

供 

・様々な人とかかわりながら学び、表現し

ていく子供 

１ 「すてき発見コース」
を考えよう 

２ 「すてき発見コース」
を歩いて、修正しよう 

Ⅱ 
 「町のすてき発見

コース」を作ろう 

１ 町の「すてき」の話を聞こう
２ 町の「すてき」を見に行こう

考えをまとめ、表現する

考えをまとめ、表現する

意欲的に追究する

課題をつかむ

新たな課題をつかむ

 自分が調べた町に「すてき」をまとめて
発表しよう 
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１９ 

 

６ 考察 

（１）自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫について 

町の「すてき」な場所・もの・人について、

児童一人一人が考え、紹介し合った。しかし、

児童が考える地域の「すてき」だと思う場所・

もの・人は、自分がかかわりをもっていること

に限られ、広がりを見せることは難しかった。

そこで、保護者や児童館・育成室の先生、近所

の人等にインタビューをする期間を設定した。

すると、「すてき」だと思う場所・もの・人が同

じでも選んだ理由が児童とは異なることがあり、

児童の「すてき」の見方に広がりをもたせることができた。さらに、この地域にずっと住

んでいるシニアクラブの方にこの町の「すてき」について話をしていただいた。今まで出

てきていなかった「すてき」がたくさん紹介され、自分の住んでいる町をより知る機会と

なった。特に、普段見ている木が、北区に１本しかない「トネリコの木」だということを

知り、改めて見に行った児童が多くいた。 

このような時間を、課題を決める前に設定したことで、児童は、多くの「すてき」があ

ることに気付き、課題に広がりをもたせることができた。  

（２）他者と協同する場面の設定について 

今回の活動の学習対象が地域にある「すてき」

な所・もの・人であることから、課題を設定す

る前から保護者や児童館・育成室の先生、近所

の人にインタビューをしたり、シニアクラブの

方から話を聞いたりする機会を設定した。シニ

アクラブの方とのかかわりを活動の前半にもっ

たことで、課題について調べる際に、シニアク

ラブの方に話を聞きに行く児童が多くいた。 

また、「町のすてき発見コース」をよりよくす

るために、保護者にアドバイザーとして児童と 

一緒にコースを歩いてもらった。このコースを紹介する相手は２年生であることやアドバ

イスをする視点等を事前の打ち合わせで伝えた。児童は、アドバイザーからのアドバイス

をしっかり受け止め、修正をすることができた。その後、３年生の他のグループに自分た

ちのコースを紹介しあったが、保護者がアドバイザーとして間に入ったことで、自信をも

って、自分たちのコースを紹介し合うことができた。 

さらに、課題を設定する前に、グループで話し合う時間を多く設定したことで、課題設

定に向けて自分の考えと友達の考えの違いに気付くことができた。課題を設定できない児

童にとって、友達の考えを聞きながら自分の考えを整理していく時間にもつながった。 
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２０ 

 

実践事例３ 学習対象を「将来への展望とのかかわりで訪ねてみたい人や機関」とした実践例（第６学年）

 

１ 単元名 「将来の夢をつかめ！～夢実現プロジェクト～」  

２ 単元の目標と評価 

（１）単元の目標  

身近な人の生きる姿から、人の生き方について自分なりの見方や考え方をもち、将来の職

業や自分の生き方を考えようとする。 
（２）評価規準 

評価

の 

観点 

学習方法 他者や社会 自分自身 

課題設定力 情報収集力 整理・分析力 表現力 かかわる力 自己を見つめる力

「働く」という

ことや、自分の

将来に関心を

もち、課題を設

定している。 

保護者に聞き

きたい情報が

入手できるよ

うな、アンケー

トを作成して

いる。 

集めた情報を「自

分の考えとの違

い」という視点を

もとに整理してい

る。 

 

自分の考えや、

友達や保護者

の考えを分か

りやすくまと

め、表現してい

る。 

「働くこと」につ

いての自分の考え

を広げたり、深め

たりするために、

意見を交流する目

的を理解し交流し

ている。 

「働くこと」につい

てもっていたイメ

ージや新たに知っ

たイメージから自

分にとっての「働く

こと」への理解を深

めている。 

 

３ 主題に迫るための手だて 

（１）自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫 

単元計画の課題設定の過程で、児童が自分の「働く」ということへのイメージを出し合

う活動を設定するとともに、実際に働いている人の職業観を調査する活動を設定した。児

童の最も身近で働いている存在である「保護者」に協力を仰ぎ、自身の仕事に関すること

や、児童への願いを伝えてもらい、そこから自分の将来や生き方への関心をさらにもたせ

ることができるようにした。自分たちが抱いている「働く」ことへのイメージと、実際に

働いている方々が考える「働く」ことの意義を比較し、違いや共通点について考えること

で、自分の従来の考えとのずれを感じさせる。そして、「働く」とはどういうことかについ

て、課題設定ができるようにした。 
（２）他者と協同する場面の設定 

実際に社会に出て働いている人だけではなく、これから社会に出る大学生の話を聞き、

「あの時こうしたから夢がかなった」「自分の夢の実現のために早くから動き出してよかっ

た」というような、自分の夢の実現のために、どのような道のりを歩んできたかを伝えて

もらい、児童一人一人が自分の将来について自分のこととして考えられるようにする。 
また、課題への認識を深める場面や、自分の性格や特性を分析するような場面では、児

童が互いの考えを伝え合ったり、話し合ったりする場面を設定する。そうすることで、自

分と異なる様々な考えを、知ることができ、事象に対する見方や考え方が深まると考えた。 
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２１ 

 

４ 単元指導計画【全３５時間】 □時間外扱い 

 探究 主な活動（時間数） ○教師の支援 ◇留意点 評価

「
働
く
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
⑨ 

 

 

課 

○「働く」ということへのイメージ

をまとめる。 

①（個人）②（グループ） 

○イメージをしやすいように、「谷戸二

職業体験型テーマパーク」の様子や、

その時に書いた意見文を提示する。 

○自分の「働く」像と調べた情報から

みんなに伝えたいことは何かを考え

るように助言する。 

表 

 

 

か 

 

情 

○保護者へのアンケートを作成す

る。 

③（グループ）④（全体） 

○自分たちのイメージとの違いや、共

通点が分かるようなアンケートを作

成できるように、質問事項を工夫さ

せる。 

整・分

 

 

整 

○自分の考えと、保護者の考えとの

共通点や相違点を分析する。⑤ 

身近で働いている人へアンケート

調査を実施し、分析する。 

⑥(調査) ⑦(分析) 

 

○自分の考えとのずれが明確になるよ

うに、思考ツールを用いて、共通点

と相違点を分別する。 

○作成したアンケートを用意して、近

所の商店街や施設へグループごとに

分かれて行動する。 

整・分

 

 

 

ま 

○自分が調べたり、考えたりした 

「働く」イメージについて再構築

する。⑧⑨ 

◇課題設定時に作成したウェビングマ

ップからの変容を中心に考えさせ

る。 

表 

「
夢
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
つ
く
ろ
う
⑳ 

 

課 

○「夢実現プロジェクト」の計画を

設定する。① 

 

○社会科で活用している歴史年表を用

意し、プロジェクトのイメージをも

たせる。 

課 

 

 

情 

○自分の興味のある仕事について調

べる。 

○自分の良さが生きる職業を調べ

る。②③④⑤⑥⑦ 

○ゲストティーチャーから仕事の内

容ややりがいを聞く。⑧⑨⑩⑪ 

○自分のやりたいことが決まっていな

い児童には、道徳で学習した自分の

「良さ」が生きる仕事について調べ

させる。 

◇ゲストティーチャートは事前に打ち

合わせを行う。 

情 

 

 

か 

 

 

整 

○自分の長所や将来やりたいことを

調べたことを基にして分析する。

⑫⑬ 

○夢に近付くための計画を立てる。

⑭⑮ 

○自分について考えやすいように、観

点別に記されたシートを用意してお

く。 

○調べたことや聞いたことを適切に活

用させるようにする。 

自 

 

ま 

○「夢実現プロジェクト」を作成す

 る。 

○作成方法は児童に選択させるが、ス

テップチャートのように、道筋が分

かりやすい手法を選択させる。 

表 

「
夢
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

紹
介
し
よ
う
⑥ 

 

課 

○これまで考えてきたことや調べた

ことが伝わる話し方を考える。①

◇国語科での学習を振り返るようにす

る。 

課 

 

情 

○「夢実現プロジェクト」の発表準

備をする。② 

○自分の思いを伝えるために効果的な

手法や、話し方を整理して、発表会

に臨ませる。 

整・分

 

ま 

 

○「夢実現プロジェクト」発表会を

する。③④⑤ 

○学習の振り返りをする。⑥ 

 

○友達の発表を聞くことで、自分の考

えを確かめ、新たな価値やものの見

方ができることに気付かせる。 

表 
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２２ 

 

５ 単元イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習事項 

・「働く」ことの素晴らしさ 

・なりたい自分 

・夢実現プロジェクト 

本単元で目指す子供の姿 

・「自分の将来」について楽しみだと思える子供 

・「自分の夢」を叶えるために努力をすることがで

きる子供 

Ⅰ「働く」とはどういう

ことだろう」 

考えをまとめ表現する 

１ 自分が調べ、考えた「働く」と

はどんなことか紹介しよう 

意欲的に追究する 

１ 自分と保護者の考えを比較

しよう 

２ 働く人にも聴いてみよう 

課題をつかむ 

１ 「働く」イメージ像をまとめよう 

 

考えをまとめ表現する 

「夢実現プログラム」を作成する

Ⅲ「夢実現プロジェク

ト」を紹介しよう 

 

意欲的に追究する 

１ 自分の興味のある仕事や生き

方について調べる 

２ ゲストティーチャーから仕事

の内容や、やりがいを聞く 

３ 自分の良さや理想の将来につ

いて分析する 

Ⅲ「夢実現プロジェクト」

をつくろう 

 

  

課題をつかむ 

「夢実現プロジェクト」の計画を設定

する。 
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２３ 

 

 

６ 考察 

（１）自分の考えとの「ずれ」を感じさせる工夫について 

   自分たちで「働く」というイメージを、前時までにウェビングマップを使って分析をし

たところ、多くの児童が「働く」ことに対してマイナスなイメージをもっていることが分

かった。その結果をもとに、実際に自分たちの一番身近で働いている存在でもある保護者

にアンケートを実施した。アンケート項目も児童が不安に感じている項目について、聞い

ていることが多く、児童自身、将来への不安を解消したいという思いがこもったアンケー

トとなった。 

   そして、保護者から返答されたア      

ンケートを分析してみると、まず驚   

いていたのが、どのアンケートもび 

っしり埋め尽くされていたというこ  

とである。これには、児童も喜びを 

隠しきれずに、夢中でアンケートを 

読み始めた。保護者への調査活動に 

より、児童は、予想に反して、ほと 

んどの保護者が「働く」楽しさを感 

じながら日々働いていることが分か 

った。ここで、児童の考えとの「ずれ」が 浮き彫りになった。これにより、児童一人一

人が、自己の将来に対するこれまでのマイナスな印象から、やや肯定的なものへの変容を

図ることができた。 

（２）他者と協同する場面の設定について 

   本単元では、個人で情報を整理したり、分析したりしたことを４人１組のグループで話

し合う場面を多く設定した。グルー

プで学習を進めることにより、児童

は自分とは違う考えに気付き、もの

の見方や考え方が深まった。また、

分析の方法も各グループで考えさせ

た。 

そこで、効果的だったのは、付箋

紙とホワイトボードを活用した分析 

である。自分たちの考えを視覚的に 

示すことで、情報の共有ができ、追 

加・修正も容易にできた。このような思考ツールを活用した整理・分析活動は、総合的な

学習の時間に限らず、教科等の学習において、繰り返し経験させる必要がある。 
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２４ 

 

Ⅶ 研究の成果と課題 

１ 研究の成果 

（１）基礎研究 

  ア 「課題」とは、「児童が、なぜそうなるのか、もっと知りたい、やってみたい、よりよ

くしてみたいと考え、自らつくり出していくもの」と捉えた。学習単元の始めに設定す

る「課題」だけでなく、探究の過程を繰り返していく中で生まれる新たな「課題」も含

めることが大切であると確信した。 

イ 「課題を自分のこととして捉え、探究する」とは、児童が学習対象を自分や自分の生

活との関わりの中で捉え、「自分がこれを解決したい」「自分がこれを解決しなければな

らない」という思いをもって、課題解決に向けて取り組むことであると捉えた。児童が、

自身と他者や社会、自然等はそれぞれどのような関係にあるのかを認識し、その中で自

分に何ができるのかを考え、課題を設定し、探究できるような場を設けることが重要で

あると考えることができた。 
（２）調査研究 

  ア 教員対象のアンケート調査の結果から、半数以上の教師が単元計画の作成と課題意識

のもたせ方に難しさを感じていることが分かった。児童が課題意識をもてるような手だ

てを単元計画の中に設定することが必要であることが分かった。 

  イ 児童を対象に授業実践前に行ったアンケート調査結果から、調べ学習や発表をする活

動が好きであると答えた児童が全体の７割であり、これまでの総合的な学習の時間が調

べ学習や発表が目的となっている傾向があると捉えることができた。 

（３）授業研究 

ア 学習対象とのかかわり方や出会わせ方を工夫したことで、児童が学習対象に対して最

初に抱いたイメージとの「ずれ」を感じることができ、課題を自分のこととして捉える

ことができた。 

イ 互いに教え合い学び合う活動や地域の人との意見交換や交流活動等、他者と協同して

行う学習活動を取り入れることで、児童が課題とのかかわりをもって活動することがで

きた。それが、課題を自分のこととして捉え、探究することにつながった。 

ウ 単元計画の中に、「ずれ」を感じさせる場面と他者と協同する場面を意図的に設定する

ことは、探究的な学習を展開していく上で不可欠であることが分かった。 

２ 今後の課題 

  各学校において、年間指導計画はあるが、児童の興味や関心、意欲等の実態や地域との

関わりに応じて、柔軟に変えていく必要があると感じた。課題を自分のこととして捉える

ための手だてや協同的に学習する場面に重点を置いて単元計画を作成したり、見直したり

していく必要がある。また、児童によって、「ずれ」の感じ方が異なるので、どの場面にど

のような「ずれ」を感じさせる手だてを設定するのか、さらに追究していく。 

  今後は、この研究の成果を自身の授業づくりに生かすとともに、自校における総合的な

学習の時間のさらなる充実のために、自身に何ができるかを考え、取り組んでいく。 
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